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ＪＡちちぶは地域社会の一員として、地域のみなさまとともに歩んで行きます。

ＪＡちちぶは、秩父市、横瀬町、皆野町、長瀞町、小鹿野町の１市４町を区域として、農業者を中
心とした地域住民の方々が組合員となって、相互扶助（お互いに助け合い、お互いに発展していく
こと）を共通の理念として運営される協同組織であり、地域農業の活性化に資する地域金融機関で
す。

ＪＡちちぶでは、皆さまからお預かりした大切な財産である「貯金」を源泉として、資金を必要と
する組合員の皆さま方や、地方公共団体などにもご利用いただいております。

ＪＡちちぶは、組合員の皆さまへの奉仕はもとより、地域の皆さまに様々な事業機能やサービスを
提供することにより、農業や地域経済社会の健全な発展に寄与することで社会的・公共的使命を果
たしてまいります。また、ＪＡちちぶは、地域社会の一員としての責任を自覚し、地域の各種行事
や催事等への参画やＪＡの社会･文化的活動をとおして、少しでも地域社会の発展や活性化のお役
に立ちたいと思っております。

－２－

4月14日、ウィークエン

ド農業塾を開講。

5月20日～6月10日、委

託栽培のニンニクを全量
出荷。

8月14日、地域コミュニ

ティ活動の一環で、秩父
音頭まつりに参加。

食農教育の一環で、夏休

み子供村を受入れ、女性
部員が先生に。

そのほかに・・・
①地域への活動として、災害対策要綱等の作成・体制整備と、行政等と災害協定書を締結。
②組合員等への活動として、農薬空容器などの処理業務をし、地域環境の保全に努めます。
③友の会の活動や若年層とのふれあいとして、年金友の会では、ゲートボール大会を開催。３友の会（年金・バ
ンク・共済）では、ペタンク・ゴルフ・グラウンドゴルフ、旅行を開催。ＪＡ共済後援により、地域の小学生を
対象に、サッカー大会を開催します。

４月23日、園芸部会が県

知事を表敬訪問し、秩父

きゅうりをＰＲ。

8月23日、第4回ちちぶ

山ルビー品評会を開催。

6月22日、女性大学開

校。つとっこ作り等を体
験。

4月29日、第5回ペタン

ク大会を開催。

5月18日、アグリホー

ル花のコンサートを開

催。

農業所得増大・地域活性化
　全農青果ステーションを通し、加工玉葱、ニンニクを新規作物として契約栽培を実施。また、青果ス
テーションを通して蜂屋柿の出荷を行いました。

６次産業の取組み
　ＪＡちちぶ女性部加工部が女性部オリジナル味噌をはじめ、各種加工品を道の駅や各種イベントで販
売しました。

生産・販売力の強化
　観光農業の強化に取り組み、西武鉄道、秩父鉄道と連携し、いちご、ブルーベリー、ぶどう等のPR活動を実施しました。

多様な担い手の育成
　新たに農業に取り組みたい方や農業経験の浅い方などを中心に、月１回のウイークエンド農業塾の開催。市や町と連携し、新

規就農者の育成（担い手農業塾）に取組みました。 ほか

©よりぞう
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豊かな自然を活かした地域社会と
の共生による未来農業をめざして

1.持続発展する地域農業の実現
2.豊かで暮らしやすい地域社会の実現
3.未来へつなぐＪＡ経営基盤の確立
1.協同組合の精神に基づき、
　 組合員とともに組織運動の実践
2.法令･定款･規程･規則等を遵守し、
　 社会に認められる組織整備
3.事業遂行のための意識改革
4.職場の風土･風習･習慣を見直し、
　 活力ある職場作りの励行

信用事業
　貯金、融資、為替などの業務を行っております。
　私どもは、組合員皆様と地域の皆様に信頼されるサービスのご提供と、期待や信頼にお応えする
地域金融機関を目指し、「ＪＡバンク」と称しております。
　このＪＡバンクは、ＪＡ・県信連・農林中金という三段階の組織が密接に結びつき、ＪＡバンク
グループとして大きな力を発揮しています。

共済事業
　「ひと・いえ・くるま」の総合保障を提供しています。組合員・利用者をはじめ、地域の皆さま
の暮らしのパートナーとしての総合保障を通じて、一人ひとりの人生設計にお応えできる安心を生
涯にわたりお届けします。また、加入後の内容説明や保障点検を「あんしんチェック」として、実
施しています。

経済・販売事業
　農林畜産物を生産するために必要な肥料・農薬・飼料などの生産資材や、日々の食卓に欠かせな
い主食（お米）をはじめとする、生活に必要な購買品の良品・適価をモットーに、組合員の皆様と
地域の皆様に提供しております。また、地域の組合員農家の方々が生産した、農産物を市場内外へ
の出荷やＪＡ直売所で販売をしております。その他、葬儀等の取り扱いを行っております。

営農・生活・相談事業
　組合員の皆様と共に歩む営農指導（地域農業振興活動の支援・農業経営支援などの農業・農家の
ための活動）や組合員の皆様や地域の皆様と共に歩む生活指導（共同購入・地産地消などの生活文
化活動）はもとより、税務・年金・住宅ローン相談の窓口開設などの総合的な相談機能により、暮
らしの全般にわたったサポートをしております。

－３－
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（単位:百万円）

（単位:百万円）

637注）貸出金は、貸付留保金を控除しております。

H30.9月期 H31.3月期 R1.9月期

12,765 13,233

108,556

108,556

流 動 性 貯 金

定 期 性 貯 金

その他の貯金

合　　計

3

R1.9月期H31.3月期

53,521

7,345有 価 証 券

55,461

貯         金

90,591 87,860 87,341預   け   金

種　類

12,797

55,898 53,067

貸   出   金

111,449 109,424

7,409 7,936

種　　類

26

109,424

17,367

8,174
16,174

12,144

小鹿野支店

-3,014
10,947

16,331

109,424合　計17,175

本　店 -
横瀬支店

8,090 8,177
8,431 8,277

本・支店本・支店

秩父西支店

大滝支店

荒川支店

17,527 15,951

H31.3月期 R1.9月期

8,068
吉田支店

R1.9月期本・支店 H31.3月期

11,976
8,017 8,082

14,048

（単位：百万円）

-
108,556

R1.9月期

本店営業課

秩父東支店

皆野支店

長瀞支店

≪ご参考：支店別貯金残高≫

H31.3月期

　ＪＡちちぶは、地域の多くのみなさまよりご信頼をいただき、貯金残高は
1,091億円となりました。また、貸出残高につきましては131億円となり、皆
さまからお預かりした大切な財産を安全性と流動性を重視して資金運用して
おります。（令和元年9月末時点）

令和元年9月期の経営状況のお知らせ

運用資産構成

（令和元年9月期）

　ＪＡちちぶでは、貸出金以外に
も預け金や有価証券で運用し、
いつでも使える安全な余裕資金
を保有しており、資金繰りは安定
しております。

貸出金
(12.74%)

その他
(1.12%)

有価証券
(8.50%)

預け金
(77.65%)

（注）
流動性貯金とは、

＝当座貯金＋普通貯金＋貯蓄
貯金

定期性貯金とは、
＝定期貯金＋積立定期貯金+

定期積金

その他の貯金とは、

＝別段貯金＋納税準備貯金の
ことです。

－４－
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２　満期保有目的の債券で時価のあるもの

３　その他有価証券で時価のあるもの

当ＪＡは、運用目的・満期保有目的・その他の金銭の信託にかかる契約はありません。

≪ご参考：貸出金の内訳≫

注2　百万円未満は切り捨てし、残高がある場合は「0」、残高がない場合は「－」で表示してあります。　

136 -
注1　時価は、9月末、期末日における市場価格等に基づいております。

127 - 1,609 1361,745

２　業種別の貸出金残高と構成比（貸付留保金を含みます。） （単位：百万円）

当期剰 余金

 うち信用事業

事業管 理費

事 業 利 益

経 常 利 益

28

△ 30

29

809 887
地方債

４　金銭の信託

合　計 1,409 1,536 127

-

48 48 - 799

78 78 - 809

-

うち損
取得原価

（償却原価）

貸借対照

表計上額
評価差額

889 80

856 56

うち益

599 648

時価が貸借対
照表計上額を

種  類
H31.3月期

56

80
超えるもの

国　債

取得原価

（償却原価）

貸借対照

表計上額
評価差額

うち益 うち損

4

R1.9月期

217

-

-6,614 214 2175,817合　計

145 - 3,299

1 -

214 - 5,6006,400

179

農　業 659

事業総 利益

315

１　貸出金の科目別の残高

-

区分 H30.9月期

0.7 92

林　業 63 0.5 59

鉱　業 95

5.1 792

時価が貸借対
照表計上額を

68

874904

種類
H31.3月期

増減額

145

2,200

うち益

68 -

R1.9月期
種類

H31.3月期
残高 残高 構成比残高 構成比 構成比 残高

増減
R1.9月期

増減
構成比

△ 5

133

123 152

344

R1.9月期

1,0071,012

4,245

108

0

種  類
H31.3月期

有価証券の時価及び評価差額に関する事項は次のとおりです。

うち損
貸借対照表

計上額

204 24

25

5.9 133 卸売・小売業 521 4.1 521 3.9

△ 1600.4 △ 4 金融・保険業 668 5.2 508 3.8

0.7 △ 3 不動産業 139

57 サービス業 1,469

01391.1 1.0

60935 7.3 992 7.4

製 造 業 2,873 22.4 3,065 22.8 192 地方公共団体 3,603

166 632 4.924 そ の 他

建 設 業

1.2

29.4

11.4 1,529 11.4

28.0
電気・ガス・

熱供給・水道業 142 1.1

差  額 うち損

≪ご参考：保有有価証券の時価情報≫

１　売買目的有価証券 当ＪＡは、平成31年3月期及び令和元年9月期における売買目的有価証券の
残高はありません。

（単位：百万円）

時  価

561

R1.9月期

貸借対照表

計上額
時  価 差  額 うち益

合計 12,848 100.0 △ 107

△ 714.2

-

3433,946

100.0 13,423運 輸 業 1,043 8.1 1,047 7.8 4

種　類 H31.3月期 R1.9月期 増　減

注2　百万円未満は切り捨てし、残高がある場合は「0」、残高がない場合は「－」で表示してあります。　

（単位：百万円）

注1　時価は、9月末、期末日における市場価格等に基づいております。

金融機関貸付

- -手形貸付金

証書貸付金 12,380 13,124 743

167 168

132 △0

政府保証債 100 101

国　債 2,200 2,268

-

≪ご参考：収益の状況等≫　　　　　　　  (単位:百万円)

注）貸付留保金を控除しておりません。

当 座 貸 越 132

335

（単位：百万円）

超えるもの 地方債 4,099

1

60

100 104 4

60

3,451 152 152

2,261

－５－
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470

   破産更生債権及びこれらに準ずる債権 231

債 権 区 分 と 保 全 状 況 H31.3月期

   危  険  債  権 259

小     計 （ Ａ ） 490

R1.9月期

  上記債権の担保・保証の額（Ｂ） 315 301
  上記債権に対する貸倒引当金の額（Ｃ） 169 162

224

（単位：百万円、％）

  上記債権に対する保全率（Ｂ＋Ｃ）／（Ａ） 0.989 0.988

246
   要  管  理  債  権 - -

保
全
状
況

12,285 12,768
合     計 12,775 13,238

   正  常  債  権

自己資本比率 16.14% 16.40%

H30.9月期 R1.9月期

5,954 6,263自己資本の額

（単位:百万円）

（単位:百万円、％）

自己資本の額 自己資本比率

自己資本比率とは、金融機関の経営健全性を示すバロメーター
　ＪＡちちぶは、国内基準(4%)の4倍以上で、国際基準(8%)を上回る
16.40%の自己資本比率と14億円の内部留保(特別積立金)で、安定し

 た経営を維持します。

R1.9月期の自己資本の状況

信用リスク・アセットの額はR1.9月期38,172
百万円となります。また、オペレーショナル・
リスク相当額のH31.3月期は、293百万円とな
ります。

                        　　　　自　　　　己　　　　資　　　　本
　○自己資本比率＝総資産（ﾘｽｸ･ｱｾｯﾄ）＋ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｽｸ
　　　　　　　　　　　　　相当額の合計額を8%で除して得た額

　○ﾘｽｸ･ｱｾｯﾄ：資産のﾘｽｸに応じて算出した資産総額

R1.9月期の計数は、仮決算結果に基づき、
「農業協同組合等がその経営の健全性を判
断するための基準」(H18.3.28　金融庁・農林
水産省告示第2号)に準拠して算出しています
が、半期利益については、前年度実績の2分
の1の外部流出予定額を控除して自己資本の
額とし、オペレーショナルリスク相当額は
H31.3月期の係数を用いて算出しています。

－６－

　ＪＡでは、経営の透明性を高め、その健全性と安全性をご理解いた
だくために、金融再生法に基づく開示債権の状況を開示するととも
に、不良債権に対する保全状況を開示いたします。

注）R1.9月期の係数は、9月末の仮決算において3月期決算と同一に当JAの資産査定要領により実

施した自己査定結果、並びに資産の償却・引当基準に基づき計上したものです。

【用語の説明】
●破産更生債権及びこれらに準ずる債権･･･破産･会社更生･民事再生等の事由により、経営破綻に
陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
●危険債権･･･債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契
約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。
●要管理債権･･･(1)3ヶ月以上延滞債権＝元金または利息の支払が、約定支払日の翌日を起算日とし
て3ヶ月以上延滞している貸出金のうち、破産更生債権及び危険債権を除いた貸出債権です。
(2)貸出条件緩和債権＝経済的困難に陥った債権者又は支援を図り、当該債権の回収を促進すること
等を目的に、債務者等に有利な一定の譲歩を与える約定条件の改定等を行った貸出債権のうち、破
産更生債権等、危険債権及び3ヶ月以上延滞債権を除いた貸出債権です。

6,263百万円 16.40％
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出資金   　 1,773百万円

貯金･積金 108,556百万円

地域からの資金調達の状況

　当JAでは、お客さまのニーズに

お応えするため、懸賞品付定期貯

金や公的年金お受取りの方を対象

とした優遇金利定期貯金など特徴
ある商品をご用意していますが、今

後も新商品の開発やサービスの一
層の充実に向けて努力してまいり

ます。

・サマーキャンペーン

・年金受取りキャンペーン　など

　　貯金･積金残高

　　　　　  　　１０８，５５６百万円

地域への資金供給の状況
（貸出金に関する事項）

お客さまからお預かりした大切な貯金

積金を、資金を必要とされている組合

員、地域にお住まいの方や事業者の
方々へ資金を適正に供給し、農業や

地域経済の活性化に寄与していま
す。

　　貸出金残高
　　　     　    １３４億　２３百万円

    　組合員 　   １００億　 ５５百万円
     地公体等 　   ３１億　 ４９百万円

     金融機関 　     １億　 ６７百万円

     その他 　　  　  　　　  ５０百万円

＊制度融資の実績
     農業近代化資金

  　　　　　　　　　　　 ３億　８９百万円

＊農業支援融資商品
   営農ローン/ＪＡ農機ハウスローン/

　 担い手応援ローンetc.
＊個人向けローン、事業者向け融資

   についても各種ご用意しています。

JAちちぶ

常勤役員数       　5名
職員数　　      　182名
店舗数            　10店
ATM設置台数   　18台
農産物直売所    　5店
ガソリンスタンド  　4店

貸出金以外の運用に関す
る事項

安全性と流動性を重視した安定収益
のためＪＡ県信連預金や国債等の有

価証券で運用しています。

JA県信連等預金残高

　　　　　　　　       　８７，３３５百万円
有価証券残高

　　　　　　　　  　　 　  ７，３４５百万円

文化的･社会的貢献に関す
る事項（地域との繋が
り）

(1)「地域との共生」を基本理念に小
さな活動からを合言葉に、福祉、ス

ポーツや地域活動等の活動を通じ
て文化的･社会的貢献活動を展開

しています。

(2)利用者ネットワークとして、各種

友の会や部会を設置し、さまざまな
活動を展開しています。

(3) JAの広報誌「やまなみ」やホー
ムページを通じて情報提供やご意

見を承っていますのでご利用くださ
い。

https://www.ja-chichibu.jp/

組合員の皆さま・地域のお客さま

※計数は、令和元年9月末現在です。なお、記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しています。
※記載内容、商品についてご質問がございましたら、お気軽にお声掛けください。

JAちちぶは、組合
員の皆さまや地域
のお客さまの着実
な資産づくりのお手
伝いをさせて頂い
ています。

※ＪＡにおける「組合員」とは？
地区内にお住まいや勤務の方は組
合員になる資格があります。また、
組合員以外のお客さまへも一定の
範囲内でＪＡのサービスをご利用頂
けますので、お気軽にお声掛けくだ
さい。

うち組合員数１5，01６人

営
農
支
援

支
援
サ
ー

ビ
ス

貸
出
金

－７－



令和元年9月期上半期ディスクロージャー誌

横  瀬  支  店

本 店 営 業 課

秩父郡横瀬町大字横瀬1926

秩 父 東 支 店

本              店 秩父市上野町29-20 22-3645

22-0035

22-2355

秩父市山田2629-1 22-0661

秩父市寺尾1945-1 23-9021

秩父市上野町29-20

秩 父 西 支 店

54-1250

秩父市大滝4277-8 55-0024

秩父郡皆野町大字皆野1337-2 62-1240

66-3221

秩父市下吉田6585-2 77-1511

75-2430

秩父郡長瀞町大字中野上385

荒  川  支  店 秩父市荒川上田野1432-1

小 鹿 野 支 店

大  滝  支  店

秩父郡小鹿野町小鹿野2697-9

皆  野  支  店

長  瀞  支  店

吉  田  支  店

2019　ﾐﾆﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ誌　令和元年11月製作
  ＪＡちちぶ（ちちぶ農業協同組合）総務部企画管理課
  〒368-0031　秩父市上野町29-20　℡0494-22-3645（代表）
    E-mail　jachichibu001@air.ocn.ne.jp　JAﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　https://www.ja-chichibu.jp

ＪＡバンク・セーフティーネットの仕組み

　ＪＡバンクは、「破綻未然防止システム」と「貯金保険制度」により「ＪＡバンク・
セーフティネット」を構築し、組合員・利用者のみなさまに、より一層の「安心」をお
届けしています。

＋

－８－


